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専門職大学院 大学 短期大学 高等専門学校 専修学校（専門課程）
職業実践

専門課程

目 的

学術の理論及び応用を教授
研究し、高度の専門性が求め
られる職業を担うための深い
学識及び卓越した能力を培う
こと。

学術の中心として、広く知識
を授けるとともに、深く専門の
学芸を教授研究し、知的、道
徳的及び応用的能力を展開
させること。

深く専門の学芸を教授研究し、
職業又は実際生活に必要な能
力を育成すること。

深く専門の学芸を教授し、職業に
必要な能力を育成すること。

職業若しくは実際生活に必要な
能力を育成し、又は教養の向上
を図ること。
①修業年限が１年以上
②授業時数が文部科学大臣
の定める授業時数以上で
あること。

③教育を受ける者が常時４０
人以上であること。

職業に必要な実践
的かつ専門的な能
力を育成することを
目的として専攻分野
における実務に関す
る知識、技術及び技
能について組織的な
教育を行うもの

目的を実現するための教育研
究を行い、その成果を広く社
会に提供することにより、社会
の発展に寄与するものとする。

目的を実現するための教育研究を行い、その成果を広く社会に
提供することにより、社会の発展に寄与するものとする。

目的を実現するための教育を行
い、その成果を広く社会に提供す
ることにより、社会の発展に寄与
するものとする。

－

修業年限

・２年または１年以上２年未満
の期間（後者は、専攻分野の
特性により特に必要があると
認められる場合）
（法科大学院は３年、教職大
学院は２年）

※教育上の必要があると認め
られるときは特例がある。

・４年
（医学を履修する課程、歯学
を履修する課程、薬学を履修
する課程のうち臨床に係る実
践的な能力を培うことを主た
る目的とするものまたは獣医
学を履修する課程は６年）

・２年または３年 ・５年
（商船に関する学科は５年６ヶ月）

・１年以上 ・２年以上

学位・称号

【学位】
修士（専門職）等

【学位】
学士

【学位】
短期大学士

【称号】
準学士

【称号】
・専門士：２年以上、

１，７００時間以上等
・高度専門士：４年以上、

３，４００時間以上等

教育課程

・体系的に教育課程を編成す
るものとする
・事例研究、現地調査又は双
方向若しくは多方向に行われ
る討論若しくは質疑応答その
他の適切な方法により授業を
行うなど適切に配慮

・体系的に教育課程を編成するものとする
・専門の学芸を教授するとともに、幅広く深い教養及び総合的
な判断力を培い、豊かな人間性を涵養するよう適切に配慮

・体系的に教育課程を編成するも
のとする

・高等学校における教育の基礎
の上に、深く専門的な程度にお
いてふさわしい授業科目を開設
・豊かな人間性を涵養するよう適
切に配慮

・教育課程編成委員
会 （専攻分野に関
する企業の役職員
等による組織）を設
置して教育課程を編
成

・企業等と連携した
実習・演習等を実施

各学校種における設置基準等の比較

専門職大学院 大学 短期大学 高等専門学校 専修学校（専門課程）
職業実践

専門課程

単位

大学設置基準の規程を準用。 ・各授業科目の単位数は、大
学において定めるものとする。

・単位数を定めるに当たって
は、１単位の授業科目を45時
間の学修を必要とする内容で
構成することを標準とし、以下
の基準に基づいて大学が定め
る時間の授業を１単位とする。

-講義及び演習：15～30時間
-実験、実習及び実技：

30～45時間
（ただし、芸術等の分野にお
ける個人指導による実技の授
業については、大学が定める
時間。）
- 一の授業科目について、講
義、演習、実験、実習又は
実技のうち二以上の方法の
併用により行う場合につい
ては、大学が定める時間。

・卒業論文、卒業研究、卒業
制作等の授業科目については、
これらに必要な学修等を考慮
して、単位数を定めることがで
きる。

・各授業科目の単位数は、短
期大学において定めるものと
する。

・単位数を定めるに当たっては、
１単位の授業科目を45時間の
学修を必要とする内容で構成
することを標準とし、以下の基
準に基づいて短期大学が定め
る時間の授業を１単位とする。

-講義及び演習：15～30時間
-実験、実習及び実技：

30～45時間
（ただし、芸術等の分野にお
ける個人指導による実技の授
業については、短期大学が定
める時間。）
- 一の授業科目について、講
義、演習、実験、実習又は実
技のうち二以上の方法の併
用により行う場合については、
短期大学が定める時間。

・卒業研究、卒業制作等の授
業科目については、これらに必
要な学修等を考慮して、単位
数を定めることができる。

・各授業科目の単位数は、30単位
時間（１単位時間は、標準50分と
する。）の履修を１単位として計算
するものとする。

・前項の規定にかかわらず、高等
専門学校が定める授業科目につ
いては、１単位の授業科目を45時
間の学修を必要とする内容で構成
することを標準とし、以下の基準に
基づいて高等専門学校が定める
時間の授業を１単位とする。

-講義及び演習：15～30時間
-実験、実習及び実技：

30～45時間
- 一の授業科目について、講
義、演習、実験、実習又は実
技のうち二以上の方法の併
用により行う場合については、
高等専門学校が定める時間。

・卒業研究、卒業制作等の授業科
目については、これらに必要な学
修等を考慮して、単位数を定める
ことができる。

・単位制による学科における各
授業科目の単位数は、専修学校
において定めるものとする。

・専門課程における授業科目に
ついて単位数を定めるに当たっ
ては、１単位の授業科目を45時
間の学修を必要とする内容で構
成することを標準とし、以下の基
準に基づいて専修学校が定める
時間の授業を１単位とする。

-講義及び演習：15～30時間
-実験、実習及び実技：

30～45時間
（ただし、芸術等の分野におけ
る個人指導による実技の授業に
ついては、専修学校が定める時
間。）
- 一の授業科目について、講義、
演習、実験、実習又は実技のう
ち二以上の方法の併用により行
う場合については、専修学校が
定める時間。

・卒業研究、卒業制作等の授業
科目については、これらに必要
な学修等を考慮して、単位数を
定めることができる。

※時間制による学科における各
授業科目の授業時数を単位数
に換算するときは、単位制の場
合と同様に、45時間の学修を１
単位とすることを標準としている。
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専門職大学院 大学 短期大学 高等専門学校 専修学校（専門課程）
職業実践

専門課程

教員組織

［教員組織］
・専門職大学院には、研究科
及び専攻の種類及び規模に
応じ、教育上必要な教員を置
く

［教員組織］
・教育研究上の目的を達成するため、教育研究組織の規模並
びに授与する学位の種類及び分野に応じ、必要な教員を置く

［授業科目の担当］
・教育上主要と認める授業科目については原則として専任の教
授又は准教授に、主要授業科目以外の授業科目についてはな
るべく専任の教授、准教授、講師又は助教に担当させる
・演習、実験、実習又は実技を伴う授業科目については、なる
べく助手に補助させる

［教員組織］
・高等専門学校には、学科の種類
及び学級数に応じ、各授業科目を
教授するために必要な相当数の
教員（助手を除く。次項及び第三
項において同じ。）を置かなけれ
ばならない。

・専門科目を担当する専任の教授
及び准教授の数は、一般科目を
担当する専任教員数と専門科目
を担当する専任教員数との合計
数の二分の一を下つてはならない。

・高等専門学校は、演習、実験、
実習又は実技を伴う授業科目に
ついては、なるべく助手に補助さ
せるものとする。

※ 一学級の学生の数は、四十人
を標準とする。

［教育上の基本組織］
・専修学校には、校長及び相当
数の教員を置かなければならな
い。

・課程の目的に応じた分野の区
分ごとに基本組織を置く
・基本組織には教育上必要な教
員組織その他を備えなければな
らない

・必置教員数の半数以上は、専
任の教員でなければならない。

※ 一の授業科目について同時
に授業を行う生徒数は、四十人
以下とする。ただし、特別の事由
があり、かつ、教育上支障のな
い場合は、この限りでない。

専門職大学院 大学 短期大学 高等専門学校 専修学校（専門課程）
職業実践

専門課程

教員資格

（主なもの）

【教員】

専門職大学院には、前条に

規定する教員のうち次の各

号のいずれかに該当し、か

つ、その担当する専門分野

に関し高度の教育上の指導

能力があると認められる専

任教員を、専攻ごとに、文部

科学大臣が別に定める数置

くものとする。

一 専攻分野について、教

育上又は研究上の業績を

有する者

二 専攻分野について、高

度の技術・技能を有する

者

三 専攻分野について、特

に優れた知識及び経験を

有する者

【教授】

教授となることのできる者

は、次の各号のいずれかに

該当し、かつ、大学におけ

る教育を担当するにふさわ

しい教育上の能力を有する

と認められる者とする。

一 博士の学位（外国にお

いて授与されたこれに相

当する学位を含む。）を

有し、研究上の業績を有

する者

二 研究上の業績が前号

の者に準ずると認められ

る者

三 学位規則 （昭和二十

八年文部省令第九号）第

五条の二に規定する専

門職学位（外国において

授与されたこれに相当す

る学位を含む。）を有し、

当該専門職学位の専攻

分野に関する実務上の

業績を有する者

四 大学において教授、准

教授又は専任の講師の

経歴（外国におけるこれ

らに相当する教員として

の経歴を含む。）のある

者

五 芸術、体育等について

は、特殊な技能に秀でて

いると認められる者

六 専攻分野について、特

に優れた知識及び経験を

有すると認められる者

【教授】

教授となることのできる者は、

次の各号のいずれかに該当

し、かつ、短期大学における

教育を担当するにふさわしい

教育上の能力を有すると認

められる者とする。

一 博士の学位（外国にお

いて授与されたこれに相当

する学位を含む。）を有し、

研究上の業績を有する者

二 研究上の業績が前号の

者に準ずると認められる者

三 学位規則 （昭和二十八

年文部省令第九号）第五

条の二に規定する専門職

学位（外国において授与さ

れたこれに相当する学位を

含む。）を有し、当該専門

職学位の専攻分野に関す

る実務上の業績を有する

者

四 芸術上の優れた業績を

有すると認められる者及び

実際的な技術の修得を主

とする分野にあつては実際

的な技術に秀でていると認

められる者

五 大学（短期大学を含む。

以下同じ。）又は高等専門

学校において教授、准教授

又は専任の講師の経歴

（外国におけるこれらに相

当する教員としての経歴を

含む。）のある者

六 研究所、試験所、病院

等に在職し、研究上の業績

を有する者

七 特定の分野について、

特に優れた知識及び経験

を有すると認められる者

【教授】

教授となることのできる者は、次

の各号のいずれかに該当し、か

つ、高等専門学校における教育

を担当するにふさわしい教育上

の能力を有すると認められる者

とする。

一 博士の学位（外国において

授与されたこれに相当する学

位を含む。）を有する者

二 学位規則 （昭和二十八年

文部省令第九号）第五条の二

に規定する専門職学位（外国

において授与されたこれに相

当する学位を含む。）を有し、

当該専門職学位の専攻分野

に関する業務についての実績

を有する者

三 大学（短期大学を含む。以

下同じ。）又は高等専門学校

において教授、准教授又は専

任の講師の経歴（外国におけ

るこれらに相当する教員として

の経歴を含む。）のある者

四 学校、研究所、試験所、調

査所等に在職し、教育若しく

は研究に関する実績を有する

者又は工場その他の事業所

に在職し、技術に関する業務

についての実績を有する者

五 特定の分野について、特に

優れた知識及び経験を有する

と認められる者

六 前各号に掲げる者と同等以

上の能力を有すると文部科学

大臣が認めた者

【教員】

専修学校の専門課程の教員

は、次の各号の一に該当する

者でその担当する教育に関し、

専門的な知識、技術、技能等

を有するものでなければならな

い。

一 専修学校の専門課程を修

了した後、学校、専修学校、

各種学校、研究所、病院、工

場等（以下「学校、研究所

等」という。）においてその担

当する教育に関する教育、

研究又は技術に関する業務

に従事した者であつて、当該

専門課程の修業年限と当該

業務に従事した期間とを通

算して六年以上となる者

二 学士の学位を有する者に

あつては二年以上、短期大

学士の学位又は準学士の

称号を有する者にあつては

四年以上、学校、研究所等

においてその担当する教育

に関する教育、研究又は技

術に関する業務に従事した

者

三 高等学校（中等教育学校

の後期課程を含む。）におい

て二年以上主幹教諭、指導

教諭又は教諭の経験のある

者

四 修士の学位又は学位規

則（昭和二十八年文部省令

第九号）第五条の二に規定

する専門職学位を有する者

五 特定の分野について、特

に優れた知識、技術、技能

及び経験を有する者

六 その他前各号に掲げる者

と同等以上の能力があると

認められる者
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専門職大学院 大学 短期大学 高等専門学校 専修学校（専門課程）
職業実践

専門課程

教員数（注１）
（収容定員２００

人のケース）

（注２）

１３人（人文社会科学系）
～１９人（自然科学系） 以上

※医学、歯学は除く。

専任教員の数を合計した数の
おおむね３割以上は、専攻分
野におけるおおむね５年以上
の実務の経験を有し、かつ、
高度の実務の能力を有する
者とする。（法科大学院はお
おむね２割以上、教職大学院
はおおむね４割以上）

１７人（文学、教育学・保育学
関係：うち３人は兼任可）～
２１人（理学、工学、農学関係
等：うち１人は兼任可） 以上
※医学、歯学、獣医学、薬学
の一部は除く。

８人（文学、家政関係）～１０人
（教育学、保育学、体育関係等）
以上

１８人以上
（一般科目担当１０人、専門科目
担当８人）

６人以上

校地
（収容定員２００

人のケース） 専門職大学院の目的に照らし
十分な教育効果をあげること
ができると認められる校地・校
舎

２，０００㎡ ２，０００㎡ ２，０００㎡
校舎等を保有するに必要な面積
の校地

校舎
（収容定員２００

人のケース）

（注２）

２，６４４㎡～５，２８９㎡
以上
※医学、歯学は除く。
※体育館、講堂、附属施設
等の面積を含まない。

１，９００㎡～２，５００㎡ 以上
※講堂、附属施設等の面積を
含まない。

３，３０６㎡ 以上

６００㎡（商業実務、服飾・家政、
文化・教養）～７４０㎡（工業、農
業、医療、衛生、教育・社会福
祉） 以上

運動場、

図書館、

研究室、

保健室等の

設備

△

（専門職大学院の施設及び設
備その他諸条件は、専門職大
学院の目的に照らし十分な教
育効果をあげることができると
認められるものとする）

○

△

（専修学校は、校地のほか、目
的に応じ、運動場その他必要な
施設の用地を備えなければなら
ない。専修学校の校舎には、目
的、生徒数又は課程に応じ、教
室（講義室、演習室、実習室等）、
教員室、事務室その他必要な附
帯施設を備えなければならない
とともに、なるべく図書室、保健
室、教員研究室等を備えるもの
とする。また、目的に応じ、実習
場その他の必要な施設を確保し
なければならない。）

（注１）教員数は専任教員の数を示す。ただし専修学校は、半数以上が専任教員。
（注２）高等専門学校については、入学定員40人のケース。

専門職大学院 大学 短期大学 高等専門学校 専修学校（専門課程）
職業実践

専門課程

自己評価・
第三者評価

・自己点検・評価（義務）
・認証評価（機関別）（義務）
・認証評価（分野別）（義務）

・自己点検・評価（義務）
・認証評価（機関別）（義務）

・自己評価（義務）
・学校関係者評価（努力義務）

・企業等が参加する
学校関係者評価も
義務。

所轄庁 文部科学大臣 都道府県（国立を除く） （文部科学大臣認定）

学校数 122校 781校 352校 57校 2,814校 673校

設置認可 文部科学大臣による設置認可
都道府県による設置認可

（国立を除く）
文部科学大臣

認定

設置者の要件
・国
・地方公共団体
・学校法人

・国
・地方公共団体
・経営に必要な経済的基礎を有
すること
・設置者（法人の場合は経営担
当役員）が経営に必要な知識又
は経験を有すること
・設置者が社会的信望を有する
こと
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a
a

15 2,803,980 2,509,374 231,489 35,378 15.3 622,404 120,463 2,061,113

20 2,836,127 2,520,593 262,686 53,667 20.4 623,811 131,970 2,080,346

21 2,845,908 2,527,319 263,989 54,642 20.7 621,800 136,913 2,087,195

22 2,887,414 2,559,191 271,454 55,345 20.4 625,048 142,523 2,119,843

23 2,893,489 2,569,349 272,566 54,994 20.2 623,304 144,182 2,126,003

24 2,876,134 2,560,909 263,289 54,195 20.6 618,134 145,578 2,112,422

25 2,868,872 2,562,068 255,386 55,355 21.7 614,783 146,160 2,107,929

26 2,855,529 2,552,022 251,013 56,074 22.3 612,509 148,042 2,094,978

15 702 100 76 526 74.9

20 765 86 90 589 77.0

21 773 86 92 595 77.0

22 778 86 95 597 76.7

23 780 86 95 599 76.8

24 783 86 92 605 77.3

25 782 86 90 606 77.5

26 781 86 92 603 77.2
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MOT

- 39 -

＜学生数＞
区分 計 国立 公立 私立

うち本科

平成 15 年度 250,062 241,408 4,515 17,999 227,548

20 172,726 166,448 52 10,565 162,109

21 160,976 155,127 3 9,973 151,000

22 155,273 149,633 ― 9,128 146,145

23 150,007 145,047 ― 8,487 141,520

24 141,970 137,282 ― 7,917 134,053

25 138,260 133,714 ― 7,649 130,611

26 136,534 131,341 ― 7,388 129,146

区分 計 国立 公立 私立 私立の割合（％）

平成 15 年度 525 13 49 463 88.2

20 417 2 29 386 92.6

21 406 2 26 378 93.1

22 395 ― 26 369 93.4

23 387 ― 24 363 93.8

24 372 ― 22 350 94.1

25 359 ― 19 340 94.7

26 352 ― 18 334 94.9

＜学校数＞

短期大学の学生数・設置者別学校数

出典：学校基本統計
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区分

学生数（人）

計 国立 公立 私立

平成 15 年度 57,875 50,974 4,650 2,251

21 59,386 53,355 4,028 2,003

22 59,542 53,605 4,030 1,907

23 59,220 53,291 4,004 1,925

24 58,765 52,814 3,956 1,995

25 58,226 52,290 3,881 2,055

26 57,677 51,725 3,834 2,118

区分
学校数（校）

計 国立 公立 私立

平成 15 年度 63 55 5 3

21 64 55 6 3

22 58 51 4 3

23 57 51 3 3

24 57 51 3 3

25 57 51 3 3

26 57 51 3 3

＜学生数＞

＜学校数＞

高等専門学校の学生数・設置者別学校数

出典：学校基本統計
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区分 計
課程別

高等課程 専門課程 一般課程

平成 15 年度 786,091 52,901 685,350 47,840

20 657,502 38,731 582,864 35,907

21 624,875 37,548 552,711 34,616

22 637,897 38,349 564,640 34,908

23 645,834 38,865 574,152 32,817

24 650,501 39,698 578,119 32,684

25 660,078 39,359 587,330 33,389

26 659,452 40,057 588,888 30,507

区分 計 国立 公立 私立
高等課程を

置く学校

専門課程を

置く学校

一般課程を

置く学校

平成 15 年度 3,439 90 208 3,141 622 2,962 247

20 3,401 11 206 3,184 503 2,968 198

21 3,348 11 204 3,133 494 2,927 196

22 3,311 10 203 3,098 488 2,904 199

23 3,266 10 200 3,056 459 2,837 188

24 3,249 10 199 3,040 452 2,847 190

25 3,216 10 196 3,010 443 2,811 180

26 3,206 10 195 3,001 437 2,814 178

＜生徒数＞

＜学校数＞

専修学校の生徒数・設置者別学校数

出典：学校基本統計
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